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中海・宍道湖８の字ネットワーク整備による効果分析検討会 （令和5年８月）

検討会成果
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中海・宍道湖圏域は、山陰地方では唯一１０万人以上の３都市が連担する「６０万人都市圏」であり、
山陰地方の産業活動を牽引する役割が求められている。
今後の更なる人口減少社会を見据えても、この「６０万人都市圏」の持続的な発展が必要であり、そ

のためには圏域内に分散する資源の連携や圏域内外の人・モノの流れを活性化させる「中海・宍道湖８
の字ネットワーク」の道路整備が有効であると考えている。
また、分散型の地域構造である中国地方において、対流促進型圏域づくりに資する広域ネットワーク

を形成するためにも、拠点間を結ぶ道路ネットワークが必要である。
本検討会は、この有効性を確認するため、「中海・宍道湖８の字ネットワーク」整備によって発現する

と想定される経済効果等について、広い視点で検討・分析を行うものである。
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検討会の概要・本資料の構成

２．中海・宍道湖圏域の概要 ３．道路ネットワーク整備の意義 ４．圏域の振興ビジョン

５．中海・宍道湖8の字ネットワークの役割

６．中海・宍道湖８の字ネットワークの整備イメージ

７．想定される使い方事例

８．中海・宍道湖８の字ネットワークが生み出す効果と地域の取組み

• 人口特性・高齢化の動向
• 交通・物流・観光の拠点
• 産業の特徴
• 国土計画上の位置づけ

• 中海・宍道湖圏域における人口減
少の負のスパイラルを断ち切る道
路ネットワークの必要性

• 既存ビジョン内における中
海・宍道湖８の字ルート等の
位置づけ(中海・宍道湖・大
山圏域振興ビジョンより抜
粋)



中海・宍道湖圏域
約60万人

金沢都市圏
約75万人

福井都市圏
約60万人

富山都市圏
約104万人

新潟都市圏
約108万人

秋田都市圏
約54万人

凡 例
⼈⼝規模

100万⼈
50万⼈
10万⼈

中海・宍道湖圏域は⽇本海側の⼈⼝集積拠点22

○ 本 州 の 日 本 海 側 主 要 都 市 圏 の う ち 、 西 日 本 に 位 置 し て い る 都 市 圏 （ 圏 域 ） は 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 の み

で す 。

○ 西 日 本 の 日 本 海 側 は 、 人 口 5 万 人 未 満 の 都 市 が 点 在 し て い る も の の 、 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 で は 人口 5

万 人 以 上 の 都 市 が 連 担 し て お り 、 日 本 海 側 を 代 表 す る 拠 点 と な っ て い ま す 。

○ 本 州 の 日 本 海 側 主 要 都 市 圏 の う ち 、 西 日 本 に 位 置 し て い る 都 市 圏 （ 圏 域 ） は 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 の み

で す 。

○ 西 日 本 の 日 本 海 側 は 、 人 口 5 万 人 未 満 の 都 市 が 点 在 し て い る も の の 、 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 で は 人口 5

万 人 以 上 の 都 市 が 連 担 し て お り 、 日 本 海 側 を 代 表 す る 拠 点 と な っ て い ま す 。

⿃取県

島根県

広島県

岡⼭県

兵庫県

京都府

⼭⼝県

舞鶴市
8.0万⼈

宮津市

伊根町

京丹後市
5.1万⼈

豊岡市
7.7万⼈⾹美町

新温泉町岩美町

⿃取市
18.8万⼈

湯梨浜町北栄町

琴浦町⼤⼭町

⽇吉津村
0.4万⼈

⽶⼦市
14.7万⼈

境港市
3.3万⼈

松江市
20.4万⼈

出雲市
17.3万⼈

安来市
3.7万⼈

⼤⽥市

江津市

浜⽥市
5.5万⼈

益⽥市

阿武町

萩市

⻑⾨市

下関市
25.5万⼈

中海・宍道湖圏域
約60万人

凡 例

10万⼈
5万⼈
1万⼈

⼈⼝規模

※中海・宍道湖圏域及び
5.0万⼈以上の⾃治体のみ
⼈⼝表⽰

⾹川県

愛媛県 徳島県

⼤阪府

⼭⼝市
19.4万⼈

広島市
120.1万⼈

岡⼭市
72.5万⼈

神⼾市
152.5万⼈

資料／R2国勢調査

圏域人口約60万人を擁する、

西日本では唯一の日本海側の人口集積拠点

3

中海・宍道湖圏域の概要

北九州市
約94万人

福岡市
約161万人



圏域⼈⼝は10％減少、⾼齢化率は6％上昇２２

○中海 ・宍道湖圏域 ※で は こ の 2 ０ 年 間 で 約 ３ 万 人 が 既 に 減 少 し て お り 、 今 後 ２ ０ ２ ０ 年 か ら 2 0 4 5 年

の 間 で 、 約 ６ 万 人 減 少 （ 約 1 0 . 1 % （ 全 国 値 は 約 1 ３ . 6 % 減 ） ） す る 見 込 み で す 。

〇 2 0 ～ 4 9 歳 女 性 人 口 の 構 成 率 を 比 較す る と 、 約 4 . 1 % 減 少 （ 全 国 値 は 約 5 . 3 % 減 ） す る 見 込 み で す 。

〇 人 口 減 少 に よ り 、 交 通 （ 移 動 ） 量 の 減 少 も 危 惧 さ れ ま す 。

○中海 ・宍道湖圏域 ※で は こ の 2 ０ 年 間 で 約 ３ 万 人 が 既 に 減 少 し て お り 、 今 後 ２ ０ ２ ０ 年 か ら 2 0 4 5 年

の 間 で 、 約 ６ 万 人 減 少 （ 約 1 0 . 1 % （ 全 国 値 は 約 1 ３ . 6 % 減 ） ） す る 見 込 み で す 。

〇 2 0 ～ 4 9 歳 女 性 人 口 の 構 成 率 を 比 較す る と 、 約 4 . 1 % 減 少 （ 全 国 値 は 約 5 . 3 % 減 ） す る 見 込 み で す 。

〇 人 口 減 少 に よ り 、 交 通 （ 移 動 ） 量 の 減 少 も 危 惧 さ れ ま す 。
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男 ⼥

年
少
⼈
⼝

⽣
産
年
齢
⼈
⼝

⽼
年
⼈
⼝

※中海・宍道湖圏域（松江市、出雲市、安来市、境港市、⽶⼦市、⽇吉津村）

3.8万⼈
[12.3％]

3.1万⼈
[11.3％]

13.3万⼈
[48.7％]

10.9万⼈
[40.0％]

3.2万⼈
[12.8％]

13.7万⼈
[54.0％]

8.4万⼈
[33.2％]

6.3万⼈
[12.0％]

27.0万⼈
[51.3％]

19.3万⼈
[36.7％]

4.0万⼈
[14.1％]

16.6万⼈
[58.9％]

7.6万⼈
[27.0％]

7.7万⼈
[13.2％]

33.0万⼈
[56.2％]

17.9万⼈
[30.6％]

16.4万⼈
[53.8％]

10.3万⼈
[33.9％]

【合計】 【男】 【⼥】 【合計】 【男】 【⼥】

総人口：58.6万人 総人口：52.7万人（10.1%減）

凡 例

実数
[構成率]

現況（2020年） 将来（2045年）

出典：国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 地域別将来推計⼈⼝（平成30年推計）出典：国勢調査（令和2年）

人口減により、交通
（移動）が減少

10万⼈
[31.6％]

8万⼈
[27.5％]
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⼈⼝減少による都市サービスレベルの低下の可能性２２

○ 都 市 機 能 の 維 持 に は 、 様 々 な 都 市 サ ー ビ ス を 提 供 す る サ ー ビ ス 産 業 が 成 立 す る 必 要 が あ り ま す が 、

そ の た め に は 一 定 の 商 圏 規 模 、 マ ー ケ ッ ト が 必 要 で す 。 人 口 減 少 に よ り 、 高 次 の 都 市 機 能 を 提 供 す

る サ ー ビ ス 産 業 が 成 立 し な く な り 、 こ れ ま で 受 け て い た サ ー ビ ス を 受 け ら れ な く な る 可 能 性 が あ り

ま す 。

○ 都 市 機 能 の 維 持 に は 、 様 々 な 都 市 サ ー ビ ス を 提 供 す る サ ー ビ ス 産 業 が 成 立 す る 必 要 が あ り ま す が 、

そ の た め に は 一 定 の 商 圏 規 模 、 マ ー ケ ッ ト が 必 要 で す 。 人 口 減 少 に よ り 、 高 次 の 都 市 機 能 を 提 供 す

る サ ー ビ ス 産 業 が 成 立 し な く な り 、 こ れ ま で 受 け て い た サ ー ビ ス を 受 け ら れ な く な る 可 能 性 が あ り

ま す 。
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資料／「国⼟のグランドデザイン２０５０」参考資料

⽶⼦市
14.7万⼈

境港市
3.3万⼈

松江市
20.4万⼈
出雲市
17.3万⼈

安来市
3.7万⼈

資料／国勢調査（2022年）

圏域内各市の
現在の⼈⼝

⾼次の都市サービスの維持
のためにも⼈⼝維持が必要



ゲートウェイとしての境港22

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 内 で の 物 流 は 活 発 で 、 日 本 海 側 の 「 重 点 港 湾 」 か つ 「 日 本 海 側 拠 点 港 」 に 指 定 さ れ

て い る 境 港 は 、 西 日 本 の 経 済 活 動 に お け る ゲ ー ト ウ ェ イ 機 能 が 期 待 さ れ ま す 。

〇 し か し 、 境 港 は 高 速 I C （ 米 子 I C ） へ の ア ク セ ス 時 間 が 日 本 海 側 の 「 重 点 港 湾 」 の 中 で 最 も 長 い 状 況

で す 。

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 内 で の 物 流 は 活 発 で 、 日 本 海 側 の 「 重 点 港 湾 」 か つ 「 日 本 海 側 拠 点 港 」 に 指 定 さ れ

て い る 境 港 は 、 西 日 本 の 経 済 活 動 に お け る ゲ ー ト ウ ェ イ 機 能 が 期 待 さ れ ま す 。

〇 し か し 、 境 港 は 高 速 I C （ 米 子 I C ） へ の ア ク セ ス 時 間 が 日 本 海 側 の 「 重 点 港 湾 」 の 中 で 最 も 長 い 状 況

で す 。

⽶⼦市
19%

境港市
14%

⽇吉津村
0%

松江市
7%

出雲市
19%

安来市
4%

その他
16%

関東
3%

中部
6%

近畿
8%

四国
2%

九州・沖縄 2%

総量
44,485トン/3⽇

圏域内へ
63%

宍道湖

中海

E54

E9

E9

54

9

431

431 431

432

境港市
圏域内発着
7,190t/3⽇

2,298
1,362

15

417

44
23

219

39

416
106

348

132

3,301
71

83

2,305
584540

81

安来市⇒⽶⼦市
鉄鋼など

⽶⼦市⇒境港市
産業機械など

4,359

出雲市⇒松江市
飲料など

︓1000以上（t/3⽇）
︓100〜999（t/3⽇）
︓100未満（t/3⽇）

■中海・宍道湖圏域の物流

地域の声
[出雲市・⼩売業 R2.8.31実施]

□LPガスを鳥取・島根の各地へ配送し
ており、北側の配送は主に国道431
号線を利用している。道路整備によ
って配送回数を1～2回に増やすこと
が可能になれば、売上増につながる。

[出雲市・製造業 R2.9.1実施]
□原材料を境港の倉庫に保管し、工場

へ輸送している。運送料が安くなる
ことによる経費削減を期待している。

資料／H27全国貨物純流動調査（物流センサス）

松江市⇒出雲市
製材など

■圏域⾃治体（6市村）発の物流
33.6 30.4

16.0 15.0 13.8 13.3 11.3
6.9 6.8 6.8

0

10

20

30

40

境
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⽥
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港

⾦
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酒
⽥
港
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鶴
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賀
港

浜
⽥
港

⻑
崎
港

⾼
速
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ア

クセ
ス

時
間

[分
]

⽇本海側重点港湾の中で
境港が最も所要時間が⻑い

資料／H27全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅⾏速度(上下平均)より算出

■⽇本海側の「重点港湾」のICアクセス時間

島根県・
出雲⽣活圏
429FT/⽉

境港

島根県・
⼤⽥⽣活圏
68FT/⽉

島根県・松江⽣活圏
8,531FT/⽉

⿃取県・⻄部⽣活圏
20,123FT/⽉

⿃取県･
中部⽣活圏
1,706FT/⽉

⿃取県・
東部⽣活圏
809FT/⽉

⾼速ICへの
アクセス時間が

⻑い

資料／H30全国輸出⼊コンテナ貨物流動調査
下図︓地理院地図（電⼦国⼟Web）

⽶⼦IC

N

■境港を拠点とする物流

資料／H27全国貨物純流動調査（物流センサス）

境港の拠点性の⾼まり
（外港⽵内南地区複合⼀貫ターミナル）

輸出⼊ｺﾝﾃﾅ貨物量
︓0〜
︓1,001〜
︓5,001〜
︓10,001〜

︓境港からの30分圏域
︓境港からの60分圏域

資料／H27全国道路・街路交通
情勢調査から算出⽇吉津村

圏域内発着
22t/3⽇

⽶⼦市
圏域内発着
8,212t/3⽇安来市

圏域内発着
8,402t/3⽇

出雲市
圏域内発着
4,415t/3⽇

松江市
圏域内発着
5,283t/3⽇ 安来市⇒境港市

鉄鋼など
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隣接する⽶⼦・出雲空港22

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 に は 国 際 線 が 就 航 す る 米 子 空 港 と 、 国 内 線が 充 実 す る 出 雲 空 港 が 立 地 し て お り 、

両 空 港 を 合 計 す る と 中 国 地 方 で は 広 島 空 港 に 次 ぐ 規 模 と な っ て い ま す 。

○ し か し 、 松 江 ・ 出 雲 市 か ら の 米 子 空 港 利 用 や 、 米子 ・ 境 港 市 か ら の 出 雲 空 港 利 用 時 に 時 間 を 要 す る

エ リ ア を 抱 え て お り 、 国 内 の 旅 行 需 要 及 び 海 外 観 光 客 を 獲 得 す る 際 の 障 壁 と な っ て い ま す 。

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 に は 国 際 線 が 就 航 す る 米 子 空 港 と 、 国 内 線が 充 実 す る 出 雲 空 港 が 立 地 し て お り 、

両 空 港 を 合 計 す る と 中 国 地 方 で は 広 島 空 港 に 次 ぐ 規 模 と な っ て い ま す 。

○ し か し 、 松 江 ・ 出 雲 市 か ら の 米 子 空 港 利 用 や 、 米子 ・ 境 港 市 か ら の 出 雲 空 港 利 用 時 に 時 間 を 要 す る

エ リ ア を 抱 え て お り 、 国 内 の 旅 行 需 要 及 び 海 外 観 光 客 を 獲 得 す る 際 の 障 壁 と な っ て い ま す 。
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港

出
雲
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港

⼭
⼝
宇
部
空
港

⽶
⼦
空
港

岩
国
空
港

⿃
取
空
港

⽯
⾒
空
港

隠
岐
空
港

国
内

線
乗

降
客

数
[万

⼈
]

国際線 国内線
317

174
161

105 102
69 51 42

15 6

資料／国⼟交通省
空港管理状況調書（令和元年）

■中国地⽅各空港の搭乗者数
⽶⼦と出雲を合算すると
中国地⽅第2位の規模

■⽶⼦・出雲空港の相互利⽤イメージと所要時間

9

E54

E9
E9

E73

松
江
玉
造

東
出
雲 米子西

出
雲

三刀屋木次

米子

境港市

⽶⼦市

安来市

松江市

出雲市

⽇吉津村

⽶⼦空港
30分圏内⼈⼝
17.4万⼈

出雲空港
30分圏内⼈⼝
23.8万⼈

資料／H27全国道路・街路交通情勢調査、
H27国勢調査500mメッシュより算定

凡 例
出雲空港30分圏
⽶⼦空港30分圏

東京
(⽻⽥)

静岡
⼩牧
(名古屋)

福岡

上海

ソウル

■⽶⼦・出雲空港の就航先
⽶⼦空港

⽻⽥︓6往復/⽇
⾹港・上海・ソウル

出雲空港
⽻⽥︓5往復/⽇
仙台︓1往復/⽇
静岡︓1往復/⽇
⼩牧︓2往復/⽇
伊丹︓4往復/⽇
神⼾︓1往復/⽇
福岡︓2往復/⽇
隠岐︓1往復/⽇
新千歳︓夏季のみ

国内線が充実 ⼭陰における
国際線の⽞関⼝

仙台

伊丹
(⼤阪)

神⼾
隠岐

⾹港

下図︓地理院地図（電⼦国⼟Web）
資料／各空港HP（R2.12調査）※コロナ禍における減便は考慮しない

N

出雲空港より
⽶⼦空港より
両空港より

新千歳
(札幌)

空港まで30分
以上要するエリア

空港まで30分
以上要するエリア

空港まで30分
以上要するエリア

空港まで30分
以上要するエリア

空港まで30分
以上要するエリア

⽶⼦⻤太郎空港
年間搭乗者数69万⼈

N

⼭陰唯⼀の国際線を利⽤
＜出雲市➔⽶⼦空港︓約63分＞

充実した国内線を利⽤
＜境港市➔出雲空港︓約62分＞

出雲縁結び空港
年間搭乗者数105万⼈

⽶⼦市
44%

境港市
32%

松江市
19%

出雲市 3%
その他 2%

出雲市
51%

松江市
19%

境港市
8%

⽶⼦市 2%

雲南市
9%

⼤⽥市
7%

その他
4%

うち約2割が
松江・出雲から

訪れている
うち約1割が

境港・⽶⼦から
訪れている

■⽶⼦・出雲空港を⽬的地とする⾞両の出発地

449トリップ 1,174トリップ
⽶⼦空港出雲空港

圏域内から訪れた⾞が
8割以上を占める

圏域内から訪れた⾞が
9割以上を占める

資料／H27全国道路・街路交通情勢調査 ODデータより算出

両空港へのアク
セス時間が⻑い

中海・宍道湖圏域の概要



多くの点在する観光地22

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 に は 、 年 間 3 0 万 人 を 超 え る 観 光 客 が 訪 れ る 魅 力 的 な 観 光 地 が 多 く あ り ま す 。

〇 し か し 、 日 帰 り で 出 雲 市 ・ 松 江 市 に 訪 れ る 観 光 客 の 約 8 割 の 訪 問 箇 所 数 が 2 箇 所 以 下 で す 。

○ 圏 域 西 側 の 出 雲 大 社 、 圏 域 東 側 の 皆 生 温 泉 の 1 時 間 圏 域 で は 、 南 側 に 比 べ て 北 側 は 訪 問 で き る エ リ

ア が 少 な く 、 北 側 の 周 遊 観 光 に お け る 移 動 に 課 題 が 生 じ て い ま す 。

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 に は 、 年 間 3 0 万 人 を 超 え る 観 光 客 が 訪 れ る 魅 力 的 な 観 光 地 が 多 く あ り ま す 。

〇 し か し 、 日 帰 り で 出 雲 市 ・ 松 江 市 に 訪 れ る 観 光 客 の 約 8 割 の 訪 問 箇 所 数 が 2 箇 所 以 下 で す 。

○ 圏 域 西 側 の 出 雲 大 社 、 圏 域 東 側 の 皆 生 温 泉 の 1 時 間 圏 域 で は 、 南 側 に 比 べ て 北 側 は 訪 問 で き る エ リ

ア が 少 な く 、 北 側 の 周 遊 観 光 に お け る 移 動 に 課 題 が 生 じ て い ま す 。

44.6%

59.7%

32.9%

23.4%

22.5%

16.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宍道湖

中海

E9

E54

E9
E9

549

■出雲市・松江市来訪者の周遊動向
（訪問箇所数割合）

出雲市
(n=1,466)

■:1箇所 ■:2箇所 ■:3箇所以上

＜⽇帰り＞

松江市
(n=1,561)

■主要観光地間の所要時間・距離と時間圏域

※観光客が概ね30万人以上の観光地をプロット

資料／所要時間・距離：H27全国道路・街路交通情勢調査結果の混雑時旅行速度より算出

写真：※1 しまね観光ナビ 島根県観光写真ギャラリーより ※2 各施設の許諾を得て掲載

広島からだと、どうしても1泊か2

泊しないと、島根を回るのは大変。日

帰りだと目的地を決めて、そこだけに

出掛けないと無理がある。交通の便が

良くなると時間に余裕が出来ると思う。

今回は日帰りで出雲大社周辺が中心の

観光だったが、温泉津温泉、玉造温泉

はぜひ行ってみたい。ちょっと足をの

ばして、皆生温泉も良いですね。

観光客の声

資料／R1観光アンケート調査結果（松江国道事務所）

⼭陰道経由より距離は短いが、⾼規格道路ネッ
トワークが整備されていないため、時間を要する

約８割

⽇帰りでは１〜２箇所の訪問が多い

境港

⽶⼦⻤太郎空港

出雲縁結び空港
資料／令和元年度出雲市観光動態調査業務報告書

令和元年松江市観光動態調査結果を基に作成9
9

431

431

431

431

432

出雲大社－松江城

約54分、約50km
（山陰道経由）

松江城－皆生温泉

約57分、約39km
（山陰道経由）

出雲大社から１時間圏域

皆生温泉から１時間圏域

出雲大社・皆生温泉から１時間圏域

松江城－皆生温泉

約68分、約41km
（国道431号経由）

出雲大社－松江城

約60分、約38km
（国道431号経由）

©鳥取県

8
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40 
187 
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225 316 693 

894 
988 

0
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800
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1,200

1,400

1,600

H9 H17 H27

135 143 112 

300 286 267 

58 127 
435 488 507 

H9 H17 H27

201 180 171 

312 
181 294 

101 332 

467 118 

70 

614 

810 

1,002 

H9 H17 H27
74 85 92 

282 280 225 

75 110 
102 102 356 

542 528 

H9 H17 H27

305 374 390 

266 
299 261 

155 
205 228 

292 

332 335 

159 
1,018 

1,211 
1,372 

H9 H17 H27

171百台/日［1.76］

137百台/日［1.40］
118百台/日［1.23］

144百台/日［1.48］

【写真②】国道431号
しんじ湖温泉⼊⼝交差点付近

資料）H27全国道路・街路交通情勢調査

資料）H27全国道路・街路交通情勢調査

390百台/日［2.31］

307百台/日［0.76］

225百台/日［1.89］

110百台/日［0.84］

467百台/日［0.75］

203百台/日［1.33］

229百台/日［2.24］

186百台/日［2.19］

86百台/日［0.78］

242百台/日［1.63］

228百台/日［1.30］

167百台/日［1.17］

232百台/日［1.47］

92百台/日［0.85］

【写真③】国道431号皆⽣⼤橋付近

⾄：⽶⼦ＩＣ

⾄：境港

⾄：松江中⼼部

⾄：出雲

⾄：出雲中⼼部

【写真①】国道9号出雲バイパス
中野美保交差点付近

主要渋滞箇所が集中

主要渋滞箇所が集中

宍道湖

中海

■断面交通量と容量比

（百台/⽇）

容量⽐
1.14

容量⽐
1.04

容量⽐
1.10

︓断⾯交通容量

断⾯の交通容量を超過

断⾯①

断⾯③

断⾯⑤

294百台/日［1.38］

断⾯②

容量⽐
1.31

■圏域内主要道路の交通量と混雑度

（R2.2.4 撮影）

（R1.12.16 撮影）

（R2.1.16 撮影）

※出雲市提供

⾄：松江

1.75 以上

1.00 – 1.25

混雑度
＜凡 例＞

：主要渋滞箇所

1.25 – 1.75

1.00 未満

■断面交通量の推移

資料）全国道路・街路交通情勢調査

（百台/⽇）

〔断⾯①〕 〔断⾯②〕 〔断⾯③〕 〔断⾯⑤〕

断⾯の交通量は増加傾向

⼭陰道

境港

⽶⼦⻤太郎空港
出雲縁結び空港

松江市

出雲市

安来市

⽶⼦市

境港市

⽇吉津村

主要渋滞箇所が集中

断⾯④

容量⽐
1.17

〔断⾯④〕

連担する都市間での交通混雑の発⽣22

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 内 の 出 雲 、 松 江 、 米 子 中 心 部 で は 、主 要 渋 滞 箇 所 が 集 中 し て 分 布 し て い ま す 。

○ 国 道 9 号 、 国 道 4 3 1 号 等 の 圏 域 の 中 心 都 市 間 を 結 ぶ 主 要 な 断 面 に お い て は 、年 々 交 通 量 が 増 加 す

る と と も に 、 交 通 容 量 を 超 過 し て い ま す 。

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 内 の 出 雲 、 松 江 、 米 子 中 心 部 で は 、主 要 渋 滞 箇 所 が 集 中 し て 分 布 し て い ま す 。

○ 国 道 9 号 、 国 道 4 3 1 号 等 の 圏 域 の 中 心 都 市 間 を 結 ぶ 主 要 な 断 面 に お い て は 、年 々 交 通 量 が 増 加 す

る と と も に 、 交 通 容 量 を 超 過 し て い ま す 。
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※集計対象地域：松江市、出雲市、安来市、米子市、境港市、日吉津村

資料／H27～H30イタルダデータ 資料／H27～H30イタルダデータ、全国値は警察庁統計データ

■国道9号・国道431号の死傷事故率 （H27～H30平均）

凡例〔死傷事故率〕
全国平均：58.2件/億台キロ以上
全国平均：58.2件/億台キロ未満

450.7件/億台キロ

⼭陰道

709.1件/億台キロ

資料／イタルダデータ

■国道９号・国道431号の
重大事故（死亡+重傷）件数の推移

■中海・宍道湖圏域の路線別事故件数

5 6 7 10 6 5 7 5 4 5 

11 11 
20 18 

17 15 
17 

33 33 35 16 17 

27 28 
23 

20 
24 

38 37 
40 

0

10

20

30

40

50

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
重

⼤
事

故
件

数
（

件
）

重傷事故

死亡事故

重⼤事故が
増加傾向

■国道９号・国道431号の事故類型

6%

11%

2%

3%

4%

2%

65%

36%

10%

24%

10%

12%

4%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国道9号・国道431号
（⽶⼦〜出雲間）

全国平均

⼈対⾞両 ⾞両単独 正⾯衝突 追突

出会い頭 右左折衝突 その他⾞両相互

追突事故が約７割を占める

凡例〔重⼤事故発⽣箇所（H29〜H30）〕
死亡事故発⽣箇所
重傷事故発⽣箇所

宍道湖 中海

3%

3%

31%

8%

15%

8%

10%

9%

41%

72%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事故件数

道路延⻑

⽶⼦道路・松江道路 国道9号 国道431号 その他国道 県道

約５割

約２割
⽶⼦道路・松江道路、国道9号、
国道431号で約5割の事故が発⽣
（道路延⻑は約2割）

連担する都市間での交通事故の発⽣22

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 内 の 国 道 9 号 や 国 道 4 3 1 号 で は 、 死 傷 事 故 率 の 全 国 平 均 値 を 大 き く 上 回 る 箇 所

が 多 数 存 在 し て い ま す 。 ま た 、重 大 事 故 の 件 数 が 増 加 傾 向 に あ り 、 喫 緊 の 対 応 が 必 要 で す 。

○ 道 路 延 長 の 約 2 割 を 占 め る 米 子 道 路 ・ 松 江 道 路 ・ 国 道 9 号 ・ 国 道 4 3 1 号 に お い て 、 全 体 の 約 5 割 の

事 故 が 発 生 し て い ま す 。 ま た 、渋 滞 が 要 因 と 想 定 さ れ る 追 突 事 故 が 約 7 割 を 占 め て い ま す 。

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 内 の 国 道 9 号 や 国 道 4 3 1 号 で は 、 死 傷 事 故 率 の 全 国 平 均 値 を 大 き く 上 回 る 箇 所

が 多 数 存 在 し て い ま す 。 ま た 、重 大 事 故 の 件 数 が 増 加 傾 向 に あ り 、 喫 緊 の 対 応 が 必 要 で す 。

○ 道 路 延 長 の 約 2 割 を 占 め る 米 子 道 路 ・ 松 江 道 路 ・ 国 道 9 号 ・ 国 道 4 3 1 号 に お い て 、 全 体 の 約 5 割 の

事 故 が 発 生 し て い ま す 。 ま た 、渋 滞 が 要 因 と 想 定 さ れ る 追 突 事 故 が 約 7 割 を 占 め て い ま す 。
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連担する都市間でのリダンダンシー確保22

○ 宍 道 湖 等 の 流 域 や 弓 ヶ 浜 半 島 沿 岸 、 境 港 周 辺 等 に お い て 、 洪 水 や 津 波 に よ る 浸 水 が 想 定 さ れ る 地

域 が 広 く 分 布 し て お り 、 過 去 に 大 規 模 な 浸 水 被 害 が 発 生 し て い ま す 。

○ 山 陰 道 、 松 江 自 動 車 道 、 国 道 4 3 1 号 は 、 大 雪 に よ り 全 面 通 行 止 め が 発 生 す る 等 、 災 害 等 発 生 時 に お

け る 代 替 機 能 の 確 保 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て い ま す 。

○ 宍 道 湖 等 の 流 域 や 弓 ヶ 浜 半 島 沿 岸 、 境 港 周 辺 等 に お い て 、 洪 水 や 津 波 に よ る 浸 水 が 想 定 さ れ る 地

域 が 広 く 分 布 し て お り 、 過 去 に 大 規 模 な 浸 水 被 害 が 発 生 し て い ま す 。

○ 山 陰 道 、 松 江 自 動 車 道 、 国 道 4 3 1 号 は 、 大 雪 に よ り 全 面 通 行 止 め が 発 生 す る 等 、 災 害 等 発 生 時 に お

け る 代 替 機 能 の 確 保 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て い ま す 。
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■洪水・津波浸水想定区域

松江市役所

宍道湖

中海

出雲市役所

安来市役所

平成30年2⽉豪雪時の状況
写真⑤

写真⑤

米子市役所

境港市役所

日吉津村役場

洪水（浸水深）

0～0.5m未満

0.5～1.0m未満

1.0～2.0m未満

2.0～5.0m未満

5.0m以上

津波（浸水深）

0.3m未満

0.3～0.5m未満

0.5～1.0m未満

1.0～3.0m未満

3.0～5.0m未満

5.0～10m未満

出典：国⼟数値情報（洪⽔浸⽔想定区域・津波浸⽔想定区域）

平成30年2⽉7⽇〜2⽉8⽇
⼤雪により⼭陰道と松江⾃動⾞道で
全⾯通⾏⽌めが発⽣

9

54

9

E9

E9
E9

E73

E9

9

431

431

E54

平成23年豪雪時の状況

国道431号

平成23年1⽉1⽇〜1⽉2⽇
⼤雪により⼭陰道(名和IC〜⽶⼦⻄IC)
で全⾯通⾏⽌めが発⽣

写真⑥

平成23年1⽉豪雪時の状況

写真③

写真④

平成18年7⽉浸⽔の状況

玉湯町

宍道湖

写真④

写真①

写真①

平成18年7⽉浸⽔の状況

佐陀川

島根県庁

平成22年12⽉31⽇〜平成23年1⽉2⽇
⼤雪による約300本の松の倒⽊により国道431号で全⾯通⾏⽌めが発⽣

昭和47年7⽉浸⽔の状況
写真②

島根県庁前
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中海・宍道湖圏域には多様な産業が⽴地２２

○ 松 江 市 ・ 米 子 市 は 、 サ ー ビ ス 業 （ 卸 売 ・ 小 売 、 医 療 ・ 福 祉 関 係 ） の 集 積 が 顕 著 で あ り 、 出 雲 市 は 医 療 ・

福 祉 に 加 え て 製 造 業 の 集 積 も 顕 著 で す 。 安 来 市 は 製 造 業 の 中 で も 鉄 鋼 業 の 集 積 が 顕 著 で あ り 境 港

市 は 農 林 漁 業 の 集 積 が 顕 著 で す 。

〇 一 方 で 、 圏 域 全 体 の 労 働 生 産 性 は 、日 本 海 側 の 他 の 都 市 圏 に 比 べ て 低 い 傾 向 で す 。

○ 松 江 市 ・ 米 子 市 は 、 サ ー ビ ス 業 （ 卸 売 ・ 小 売 、 医 療 ・ 福 祉 関 係 ） の 集 積 が 顕 著 で あ り 、 出 雲 市 は 医 療 ・

福 祉 に 加 え て 製 造 業 の 集 積 も 顕 著 で す 。 安 来 市 は 製 造 業 の 中 で も 鉄 鋼 業 の 集 積 が 顕 著 で あ り 境 港

市 は 農 林 漁 業 の 集 積 が 顕 著 で す 。

〇 一 方 で 、 圏 域 全 体 の 労 働 生 産 性 は 、日 本 海 側 の 他 の 都 市 圏 に 比 べ て 低 い 傾 向 で す 。
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■境港市■⽶⼦市

■安来市■出雲市 ■松江市

■他地域との⽐較

資料／中海・宍道湖・⼤⼭圏域振興ビジョン

※1：企業が1年間に⽣み出す利益（⽣産量から⽣産コストを除いたもの）
※2：その地域がどの産業を得意としているかをあらわす指標。「地域の付加価値額に占める各産業の割合÷全国の付加価値額に占める各産業の割合」で計算され、1.0を超えていると、その地域が得意としている産業となる。

資料／総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査（2015 年）」
より作成（各地域の付加価値額上位10産業を表⽰）

農林漁業の特化係数が大きく、
関連して、製造業のうち約7割

を食料品製造業が占める
医療,福祉で規模、

特化係数ともに大きい

製造業の規模が最も大
きく、そのうち約7割を

鉄鋼業が占める

製造業が規模、特化係数ともに大きく、そのうち
約4割を電気機械・電子部品製造業が占める。
また、医療,福祉の特化係数も大きい傾向にある

サービス業の規模が大きく、
医療,福祉、金融業,保険業は
特化係数も大きい傾向にある

26.3

圏域の労働生産性は、日本海側の
他の都市圏に比べて低い傾向



‐1

0

1

2

3

農林漁業

建設業

製造業

運輸業・郵便業

卸売・⼩売業⾦融・不動産等

⽣活関連サービス・
宿泊・研究・教育等

医療・福祉

その他サービス業

‐1

0

1

2

3

農林漁業

建設業

製造業

運輸業・郵便業

卸売・⼩売業⾦融・不動産等

⽣活関連サービス・
宿泊・研究・教育等

医療・福祉

その他サービス業

境港市 ⽶⼦市 安来市 出雲市 松江市

圏域内の市別の特化係数

中海・宍道湖圏域の産業の特⾊２２

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 の 各 市 は 、 そ れ ぞ れ 集 積 し て い る 産 業 が あ る 一 方 で 、 不 得 意 な 産 業 も 存 在 し て い

ま す 。

○ 圏 域 と し て の 一 体 感 が 高 ま れ ば 、 各 地 域 が お 互 い に 補 完 す る こ と で 、 よ り バ ラ ン ス の と れ た 産 業 構

造 を 基 盤 に 多 様 な 都 市 サ ー ビ ス ・ 生 産 活 動 を 展 開 す る こ と が 可 能 と な り ま す 。

○ 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 の 各 市 は 、 そ れ ぞ れ 集 積 し て い る 産 業 が あ る 一 方 で 、 不 得 意 な 産 業 も 存 在 し て い

ま す 。

○ 圏 域 と し て の 一 体 感 が 高 ま れ ば 、 各 地 域 が お 互 い に 補 完 す る こ と で 、 よ り バ ラ ン ス の と れ た 産 業 構

造 を 基 盤 に 多 様 な 都 市 サ ー ビ ス ・ 生 産 活 動 を 展 開 す る こ と が 可 能 と な り ま す 。
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資料／総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査（2015 年）」より作成

全体的に特化係数
が大きく、安来市、

米子市で特に大きい

特化係数が小さい地域が
多いが、松江市では大きい

農林漁業は境港市が
けん引し、圏域全体

としても集積

出雲市、境港市で
特化係数が大きい

米子市で、特化係数が大きい

圏域全体の特化係数

その地域がどの産業を得意としているかをあらわす指標。
「地域の付加価値額に占める各産業の割合÷全国の付加価値額に占める各産業の割
合」で計算され、1.0（赤線）を超えていると、その地域が得意としている産業となる。

特化係数
例えば・・・
 松江市は、金融・不動産等は圏域内で唯一特化係数1.0を超えているものの、製

造業や運輸業・郵便業等の特化係数は大きく1.0を下回っている。
 一方で、出雲市は金融・不動産等の特化係数は1.0より小さいものの、製造業で

は1.0を大きく上回り、圏域内で最も大きくなっている。

一体となって圏域を
形成すると・・・

市によって集積する産業は様々
であり、得意・不得意が存在

医療・福祉は
圏域全体と
して集積

※境港市の農林漁業の特化係数：26.3

圏域として一体となることで、
バランスのとれた産業構造を基盤
に多様な都市サービス・生産活動を

展開可能に

特化係数=1は全国
平均の産業構成

特化係数=1は全国
平均の産業構成



圏域内産業の「稼ぐ⼒」と「回す⼒」２２

○ 圏 域 に は 、 地 域 外 に 移 輸 出 を 行 う こ と で 外 貨 を 獲 得 す る た め の 「 稼 ぐ 力 」 を 持 つ 産 業 と 、地 域 内 で

経 済 を 循 環 さ せ る た め の 「 回 す 力 」 を 持 つ 産 業 が 必 要 で す 。

○ 安 来 市 の 鉄 鋼 業 や 、 出 雲 市 の 電 気 機 械 製 造 業 は 、 圏 域 外 に 対 す る 移 輸 出 額 が 大 き く 、 「 稼 ぐ 力 」 を

持 つ 産 業 で あ り 、 米 子 市 、 出 雲 市 、 松 江 市 の 医 療 , 福 祉 は 、 地 域 内 の 需 要 に 対 し て サ ー ビ ス が 提 供 さ

れ て お り 、 「 回 す 力 」 を 担 う 産 業 で す 。

○ 圏 域 に は 、 地 域 外 に 移 輸 出 を 行 う こ と で 外 貨 を 獲 得 す る た め の 「 稼 ぐ 力 」 を 持 つ 産 業 と 、地 域 内 で

経 済 を 循 環 さ せ る た め の 「 回 す 力 」 を 持 つ 産 業 が 必 要 で す 。

○ 安 来 市 の 鉄 鋼 業 や 、 出 雲 市 の 電 気 機 械 製 造 業 は 、 圏 域 外 に 対 す る 移 輸 出 額 が 大 き く 、 「 稼 ぐ 力 」 を

持 つ 産 業 で あ り 、 米 子 市 、 出 雲 市 、 松 江 市 の 医 療 , 福 祉 は 、 地 域 内 の 需 要 に 対 し て サ ー ビ ス が 提 供 さ

れ て お り 、 「 回 す 力 」 を 担 う 産 業 で す 。
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米・飲食料品
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 ⼀般に、地域において「稼ぐ⼒」を持つ産業と
「回す⼒」を担う産業は⼤きく異なる。本圏域
でも同様であり、以下のような特徴がみられる。

圏域外移輸出額および圏域内循環額

資料：平成26年中海・宍道湖・大山圏域産業連関表

45度線

(2014億円, 369億円)

(3830億円, 63億円)

①

①

① 稼ぐ⼒（横軸）と回す⼒（縦軸）の両端に突出し
た⼆つのグループが存在する。
｢稼ぐ⼒｣の安来市の鉄鋼と出雲市の電気機械、｢回
す⼒｣の松江市の公務、３市の医療・福祉、松江市
の建設。

② ⽶⼦市のパルプ・紙、境港市の飲⾷料品、出雲市
の鉄鋼等の製造業が⼆番⽬に｢稼ぐ⼒｣が⼤きいグ
ループを形成している。

③ 松江市の情報通信は｢回す⼒｣が⼤きく、⼀定の｢稼
ぐ⼒｣も有する（②の製造業のグループと同程度）。

④ ①と③を除く医療・福祉、⾦融・保険、公務、対
事業所サービス等は主に｢回す⼒｣を担う。

⑤ ④のうち、対個⼈サービスの中には｢稼ぐ⼒｣を有
する産業も（観光関連など）。

②

③④

⑤

地域内の需要に対して⽣産を⾏う産業

地域外に対して移輸出を⾏う産業「稼ぐ⼒」を持つ産業

「回す⼒」を担う産業

安来市の鉄鋼業や、出雲市の電気
機械製造業は、「稼ぐ力」を持つ産業

米子市、出雲市、松江市で規模、
特化係数ともに大きい医療,福祉

等は、「回す力」を担う産業

資料／中海・宍道湖・⼤⼭圏域経済の「⾒える化」分析 報告書（平成３1年３⽉ ⼀般社団法⼈ 中国経済連合会）をもとに加筆



各都市においてコン
パクトシティの推進
や都市間連携によ
り都市機能を強化

国⼟形成における⽇本海側の重要性の⾼まり22

○ 国 土 構 造 の 基 本 構 想 と し て 、 「 シ ー ム レ ス な 拠 点 連 結 型 国 土 」 が 示 さ れ て い ま す 。

○ 多 様 な 拠 点 間 の ネ ッ ト ワ ー ク 強 化 に よ る 圏 域 を 超 え た 産 業 ・ 観 光 振 興 と 、 災 害 に 強 い 強 靭 な 圏 域 整

備 の 観 点 か ら 、 「 日 本 海 側 の 連 携 都 市 圏 の 統 合 的 ・ 一 体 的 な 発 展 の 推 進 」 が 広 域 地 方 計 画 に お け る

基本方針の一つとして位置付けられ ています 。

○ 国 土 構 造 の 基 本 構 想 と し て 、 「 シ ー ム レ ス な 拠 点 連 結 型 国 土 」 が 示 さ れ て い ま す 。

○ 多 様 な 拠 点 間 の ネ ッ ト ワ ー ク 強 化 に よ る 圏 域 を 超 え た 産 業 ・ 観 光 振 興 と 、 災 害 に 強 い 強 靭 な 圏 域 整

備 の 観 点 か ら 、 「 日 本 海 側 の 連 携 都 市 圏 の 統 合 的 ・ 一 体 的 な 発 展 の 推 進 」 が 広 域 地 方 計 画 に お け る

基本方針の一つとして位置付けられ ています 。
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中海・宍道湖圏域の概要

新たな国⼟形成計画（全国計画）新たな国⼟形成計画（全国計画） 広 域 地 ⽅ 計 画広 域 地 ⽅ 計 画

山陽側の交流の強みを生かすとともに山陰の地域資源の魅力を発揮
することで圏域内外の滞留を促進

■基幹交通の整備によるネットワーク強化

【中海・宍道湖・大山圏域】
• 三大都市への人口流出を

防止するダムの役割を担
うため、産業、教育、医療、
福祉等に関する都市機能
の共有・高度利用等を促進

資料／中国圏広域地⽅計画（H28.3）説明資料

■目指す国土の姿

■国土構造の基本構想

広域的な機能の
分散と連結強化

持続可能な
生活圏の再構築

階層間のネットワーク強化

• 中枢中核都市等を核とした広域圏の自立
的発展、日本海側・太平洋側二面活用等の
広域圏内・広域圏間の連結強化を図る「全
国的な回廊ネットワーク」の形成

• 生活に身近な地域コミュニティの再生
• 地方の中心都市を核とした市町村界にと

らわれない新たな発想からの地域生活圏
の形成

「シームレスな拠点連結型国土」

資料／国⼟形成計画（全国計画）（R5.7）

「新時代に地域力をつなぐ国土
～列島を支える新たな地域マネジメントの構築～」

デジタルとリアルの融合による

活力ある
国土づくり

～地域への誇りと愛着に根差
した地域価値の創造～

巨大災害、気候危機、
緊迫化する国際情勢に対する

安全・安心な
国土づくり
～災害等に屈しない
しなやかで強い国土～

世界に誇る美しい自然と
多彩な文化を育む

個性豊かな
国土づくり

～森の国、海の国、文化の国～



南海トラフ地震発⽣時にバックアップとして機能する圏域22

○ 南 海 ト ラ フ 地 震 発 生 時 は 太 平 洋 側 を 中 心 に 大 き な 被 害 が 発 生 す る こ と が 想 定 さ れ る た め 、 被 害 が

想 定 さ れ な い 地 域 で あ る 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 は バ ッ ク ア ッ プ す る 地 域 と し て 重 要 な 役 割 を 担 い ま す 。

○ 南 海 ト ラ フ 地 震 発 生 時 は 太 平 洋 側 を 中 心 に 大 き な 被 害 が 発 生 す る こ と が 想 定 さ れ る た め 、 被 害 が

想 定 さ れ な い 地 域 で あ る 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 は バ ッ ク ア ッ プ す る 地 域 と し て 重 要 な 役 割 を 担 い ま す 。
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中海・宍道湖圏域の概要

資料／南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画の概要（内閣府）

中海・宍道湖圏域



交通（移動）量と経済活動は相関関係33

○ こ れ ま で の 交 通 （ 移 動 ） 量 と 経 済 活 動 （ G D P ） の 関 係 性 を み る と 、ど ち ら も 相 関 関 係 （ 増 加 傾 向 ） が

見受けられます 。

〇 交 通 （ 移 動 ） 量 増 加 は G D P 増 加 に つ な が り 、 G D P 増 加 は 交 通 （ 移 動 ） 量 増 加 に つ な が り ま す 。

○ こ れ ま で の 交 通 （ 移 動 ） 量 と 経 済 活 動 （ G D P ） の 関 係 性 を み る と 、ど ち ら も 相 関 関 係 （ 増 加 傾 向 ） が

見受けられます 。

〇 交 通 （ 移 動 ） 量 増 加 は G D P 増 加 に つ な が り 、 G D P 増 加 は 交 通 （ 移 動 ） 量 増 加 に つ な が り ま す 。

出典：国内総⽣産：国内経済計算（内閣府） ⾛⾏台キロ：⾼速道路便覧2017（全国⾼速道路建設協議会）
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リーマンショック
（2008年）

休日上限1000円施策
（2009年3月～2011年6月）

料金割引の再編
（2014年4月～）

料金割引による交通
需要増加
・休日上限1000円施策
（2009年3月～2011年6月）
・ETC無料化実験
（2010年6月～2011年3月）

会社割引をスタート
・深夜3割引（2014.11～）
・通勤5割引（2015.1～）

交通（移動）量と経済活動は相関関係
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道路ネットワーク整備の意義



交流や社会参加と健康増進は相関関係33

〇 島 根 県 ・ 鳥 取 県 は 、 6 5 歳 以 上 の 単 独 世 帯 構 成 率 が 高 く 、 社 会 と の つ な が り が 全 国 的 に も 乏 し く な

る 可 能 性 が 危 惧 さ れ ま す 。

○ 近 年 、 労 働 力 人 口 に 占 め る 6 5 歳 以 上 の 割 合 は 増 加 し てい ま す 。 ま た 、 高 齢 者 で 人 と の 交 流 が 多 い

方 は 健 康 が 維 持 で き る な ど 、 交 流 や 社 会 参 加 と 健 康 増 進 は 相 関 関 係 が 見 受 け ら れ ま す 。

〇 島 根 県 ・ 鳥 取 県 は 、 6 5 歳 以 上 の 単 独 世 帯 構 成 率 が 高 く 、 社 会 と の つ な が り が 全 国 的 に も 乏 し く な

る 可 能 性 が 危 惧 さ れ ま す 。

○ 近 年 、 労 働 力 人 口 に 占 め る 6 5 歳 以 上 の 割 合 は 増 加 し てい ま す 。 ま た 、 高 齢 者 で 人 と の 交 流 が 多 い

方 は 健 康 が 維 持 で き る な ど 、 交 流 や 社 会 参 加 と 健 康 増 進 は 相 関 関 係 が 見 受 け ら れ ま す 。

出典：近藤克則（千葉⼤学予防医学センター教授），
コロナ禍で求められる⾼齢者の社会参加と新たなつながりづくり
https://www.jages.net/library/covid‐19/?action=common_download_main&upload_id=11530

■社会参加する⼈と「もの忘れ」のある⼈の関係

■同居者以外の他者との交流頻度と健康指標との関連

■運動の実施頻度による要介護状態の発⽣リスク
社会参加する人
の多さと「もの忘
れ」がある人の少

なさは相関

交流が週1回未満と認知症や要
介護、死亡の多さに相関

スポーツ組織に所属
しない運動と要介護
発生リスクは相関
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出典︓国勢調査（令和2年）

⿃取県
12.4%
[第23位]

島根県
13.2%
[第14位]

■都道府県別の65歳以上単独世帯構成率

島根・鳥取は65歳以上の単独世帯
構成率が高い
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道路ネットワーク整備の意義

【1980年】

4.9%

■労働⼒⼈⼝に占める65歳以上の割合
【2020年】

13.3%
【2000年】

7.3%
出典︓労働⼒調査

労働力人口に占める
65歳以上の割合が増加



⼈⼝減少の負のスパイラルを断ち切る道路ネットワーク33

人口減少

交通（移動）量減少

経済衰退・
都市サービスの低下 等
（生活の質）

負のスパイラル

このままだと

人口減少

経済維持・拡大・
都市サービスの維持・向上 等
（生活の質）

正のスパイラルへの転換
人口維持・増加

道路ネットワーク整備は、この関係
を断ち切るためのトリガーを目指す

交通（移動）量維持・増加

19

道路ネットワーク整備の意義

〇 人 口 減 少 に よ る 交 通 （ 移 動 ） 量 減 少 は 、 経 済 衰 退 ・ 都 市 サ ー ビ ス の 低 下 等 を 引 き 起 こ し 、 そ の こ と が 、

更 な る 人 口 減 少 ・ 交 通 （ 移 動 量 ） 減 少 を も た ら す 負 の ス パ イ ラ ル を も た ら し ま す 。

〇 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 整 備 は 、 人 口 減 少 下 で も 交 通 （ 移 動 ） の 利 便 性 を あ げ る こ と で 、 交 通 （ 移 動 ） 量 の

維 持 ・ 増 加 を も た ら し 、 負 の ス パ イ ラ ル を 正 の ス パ イ ラ ル に 転 換 さ せ る た め の ト リ ガ ー の 役 割 を 担 う

こ と が 期 待 さ れ ま す 。

〇 人 口 減 少 に よ る 交 通 （ 移 動 ） 量 減 少 は 、 経 済 衰 退 ・ 都 市 サ ー ビ ス の 低 下 等 を 引 き 起 こ し 、 そ の こ と が 、

更 な る 人 口 減 少 ・ 交 通 （ 移 動 量 ） 減 少 を も た ら す 負 の ス パ イ ラ ル を も た ら し ま す 。

〇 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 整 備 は 、 人 口 減 少 下 で も 交 通 （ 移 動 ） の 利 便 性 を あ げ る こ と で 、 交 通 （ 移 動 ） 量 の

維 持 ・ 増 加 を も た ら し 、 負 の ス パ イ ラ ル を 正 の ス パ イ ラ ル に 転 換 さ せ る た め の ト リ ガ ー の 役 割 を 担 う

こ と が 期 待 さ れ ま す 。

民間と公共が連携して
取り組むと



※中海・宍道湖・大山圏域振興ビジョンより

「８の字ルート等の整備促進」
は基本目標のひとつ

「８の字ルート等の整備促進」
は基本目標のひとつ

圏域の振興ビジョン44

中 海 ・ 宍 道 湖 ・ 大 山 圏 域 市 長 会 が 策 定 し た 中 海 ・ 宍 道 湖 ・ 大 山 圏 域 振 興 ビ ジ ョ ン （ 令 和 4 年 3 月 ） で は 、

「 ８ の 字 ル ー ト 等 の 整 備 促 進 」 が 基 本 目 標 に 掲 げ ら れ てい ま す 。

中 海 ・ 宍 道 湖 ・ 大 山 圏 域 市 長 会 が 策 定 し た 中 海 ・ 宍 道 湖 ・ 大 山 圏 域 振 興 ビ ジ ョ ン （ 令 和 4 年 3 月 ） で は 、

「 ８ の 字 ル ー ト 等 の 整 備 促 進 」 が 基 本 目 標 に 掲 げ ら れ てい ま す 。
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中海・宍道湖・大山圏域市長会が
掲げる「圏域の将来像」

※中海・宍道湖・大山圏域振興ビジョンより

中海・宍道湖・大山圏域の人口は、概ね20年後には約1割減少中海・宍道湖・大山圏域の人口は、概ね20年後には約1割減少

ひとりひとりの移動範囲・頻度を今より拡大させ、
人口減少下でも人・モノ・情報・知識等の
交流を高め、圏域の経済を維持・拡大

↓
圏域内の地域資源を活用した付加価値の高い製品の生産・

サービス提供を行うとともに、関係人口の拡大、

地産外商※等を推進し雇用を維持・拡大させる。

※圏域内で採取・⽣産・製造された商品を圏域外で流通及び販売する取組

ひとりひとりの移動範囲・頻度を今より拡大させ、
人口減少下でも人・モノ・情報・知識等の
交流を高め、圏域の経済を維持・拡大

↓
圏域内の地域資源を活用した付加価値の高い製品の生産・

サービス提供を行うとともに、関係人口の拡大、

地産外商※等を推進し雇用を維持・拡大させる。

※圏域内で採取・⽣産・製造された商品を圏域外で流通及び販売する取組

市長会が掲げる将来像の実現に貢献

中海・宍道湖8の字ネットワークの役割55

中 海 ・ 宍 道 湖

8 の 字 ネ ッ ト

ワ ー ク の 貢 献
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中海・宍道湖8の字ネットワークの整備イメージ66

現 時 点 で の 中 海 ・ 宍 道 湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク の イ メ ー ジ で す 。 ル ー ト を 含 め た 整 備 方 針 は 、今 後 、 変 更

に な る 可 能 性 が あ り ま す 。

現 時 点 で の 中 海 ・ 宍 道 湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク の イ メ ー ジ で す 。 ル ー ト を 含 め た 整 備 方 針 は 、今 後 、 変 更

に な る 可 能 性 が あ り ま す 。
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【計画期間】 20５０年さらにその先の長期を見据えつつ、今後概ね20年間



デラウェア

農 業農 業

写真／中海・宍道湖・⼤⼭圏域振興ビジョン

アカマツの林（⼤⼭町）

写真／⿃取県HP

⽩ねぎ

写真／⿃取県HP

本マグロ⽔揚げ

写真／中海・宍道湖・
⼤⼭圏域振興ビジョン 写真／松江市HP

しじみベニズワイガニ

写真／境港市
観光ガイドHP

特殊鋼加⼯品

写真／島根県⽴地情報
ポータルサイト

写真／中海・宍道湖・
⼤⼭圏域振興ビジョン

出雲⼤社 松江城

写真／中海・宍道湖・
⼤⼭圏域振興ビジョン

島根県立
中央病院

松江
赤十字病院

島根大学
医学部附属病院

鳥取大学
医学部附属病院

出雲市の情報通信機械器具や電子部品・デバイ

ス ・ 電 子 回 路 、 安 来 市 の 鉄 鋼 業 、

米子市のパルプ・紙・紙加工品、境港市の食料品、

松江市の生産用機械器具などの製造業が集積

しています。

圏域内には、４つの三次医療

機関が立地しています。

出荷量西日本有数の米子市の白ねぎ、松江市の

干し柿、出雲市のぶどう、安来市のタケノコな

ど、特色ある農産品も生産されています。

圏域内の中でも大山を中

心とした地域でマツ材の生

産が盛んです。

全国的にも知名度のある境港市のベニズワイガ

ニ、クロマグロなどの水産物や水産加工品、松江

市・出雲市のしじみなど、特色ある水産品があり

ます。

想定される使い⽅事例77

中 海 ・ 宍 道 湖 ・ 大 山 圏 域 に は 様 々 な 地 域 資 源 が あ り 、 特 色 あ る 経 済 活 動 が 営 ま れ て い ま す 。中 海 ・ 宍 道 湖 ・ 大 山 圏 域 に は 様 々 な 地 域 資 源 が あ り 、 特 色 あ る 経 済 活 動 が 営 ま れ て い ま す 。

林 業林 業 ⽔ 産 業⽔ 産 業

製 造 業製 造 業 医 療医 療 観 光観 光
神話や縁結びで有名な出雲市の「出雲大社」をは

じめ、国宝松江城、国際文化観光都市・松江市、境

港市の「水木しげるロード」、安来市の「足立美術

館」など優れた観光資源を有しています。
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⽔⽊しげるロード



農業農業 林業林業 ⽔産業⽔産業 観光観光

製造製造 医療医療 福祉福祉 公共施設公共施設

教育教育 ⽂化⽂化 コミュニティコミュニティ 安 全 ・
安 ⼼
安 全 ・
安 ⼼

企業・地域代表者の方々から伺った使い方事例の分野

※本資料で提⽰する使い⽅事例は企業・地域代表者の⽅々へのヒアリング結果に基づく現時点で想定されるイメージです。
サービスを確約するものではありません。

以降のページでは代表的な使い方事例をご紹介します。

想定される使い⽅事例77

新 し い 移 動 ・ 輸 送 技 術 な ど を 念 頭 に 、 中 海 ・ 宍 道 湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク が 整 備 さ れ た 場 合 の 「 あ な た が

考 え る 道 路 の 使 い 方 （ 地 域 の 夢 ） 」 に つ いて 、 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 内 の 様 々 な 企 業 ・ 地 域 代 表 者 の 方 々 に

お 話 し を お 伺 い し ま し た 。

新 し い 移 動 ・ 輸 送 技 術 な ど を 念 頭 に 、 中 海 ・ 宍 道 湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク が 整 備 さ れ た 場 合 の 「 あ な た が

考 え る 道 路 の 使 い 方 （ 地 域 の 夢 ） 」 に つ いて 、 中 海 ・ 宍 道 湖 圏 域 内 の 様 々 な 企 業 ・ 地 域 代 表 者 の 方 々 に

お 話 し を お 伺 い し ま し た 。
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レ ン タ ル

返 却返 却

農機具ステーション

農機具レンタル会社

農家

農家

農家

農家

どこでも誰でも気軽に農機具レンタルで農業を元気に！

地域の農業資源を有効活用した農業生産の拡大

圏 域 内 の 農 業 拠 点 間 の 移 動 し や す さ 及 び デ ジ タ ル 技 術 や 自 動 運 転 技 術 の 進 展 に よ り 、 効 率 的 な 農 地

間 移 動 ・ 輸 送 等 や 農 機 具 の シ ェ ア リ ン グ 事 業 が 可 能 と な り 農 業 生 産 が 拡 大 す る 。

圏 域 内 の 農 業 拠 点 間 の 移 動 し や す さ 及 び デ ジ タ ル 技 術 や 自 動 運 転 技 術 の 進 展 に よ り 、 効 率 的 な 農 地

間 移 動 ・ 輸 送 等 や 農 機 具 の シ ェ ア リ ン グ 事 業 が 可 能 と な り 農 業 生 産 が 拡 大 す る 。

農
業
農
業

点在する農地を効率的に移動したり、農機具を
効率的に輸送することで農業生産を拡大。

使い方① 効 率 的 な 農 地 間 移 動 ・ 輸 送

圏域内のどこにいても、農機具を今以上により柔軟
に活用できるようになるシェアリング事業が促進。

農業への参入障壁の緩和が期待。

使い方② 農 機 具 の シ ェ ア リ ン グ 事 業

農機具ステーション

農機具ステーション

レ ン タ ル
レ ン タ ル

レ ン タ ル
返 却返 却

返 却返 却

返 却返 却

シ ェ ア リ ン グ

事 業 の

市 場 規 模 は

拡 大 予 想
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エネルギー
（電⼒）

融雪 ⼩型バイオマス
発電

森林整備

⽊材破砕⼯場

⽊材破砕⼯場イメージ

農家

ビニールハウス

⼩型バイオマス
発電 エネルギー

（電⼒）

⼩型バイオマス
発電

温⽔

森林を使ったエネルギーの地産地消へ！
地 域 の 林 業 資 源 を 有 効 活 用 し た バ イ オ マ ス 発 電 の 促 進 等
に よ る エ ネ ル ギ ー 自 給 率 の ア ッ プ

島 根 県 は 総 面 積 の 約 8 割 が 森 林 で あ り 、 豊 富 な 林 業 資 源 を 活 用 し た バ イ オ マ ス 発 電 所 の 設 置 や 、 農 業

と 親 和 性 の 高 い 小 型 バ イ オ マ ス 発 電 を 活 用 す る こ と で 、 地 産 地 消 に よ る 効 率 的 な エ ネ ル ギ ー 自 給 率 の

ア ッ プ が 可 能 と な る 。

島 根 県 は 総 面 積 の 約 8 割 が 森 林 で あ り 、 豊 富 な 林 業 資 源 を 活 用 し た バ イ オ マ ス 発 電 所 の 設 置 や 、 農 業

と 親 和 性 の 高 い 小 型 バ イ オ マ ス 発 電 を 活 用 す る こ と で 、 地 産 地 消 に よ る 効 率 的 な エ ネ ル ギ ー 自 給 率 の

ア ッ プ が 可 能 と な る 。

林
業
林
業

生産した木材チップを発電所に効率的に輸送する
ことで、圏域内のエネルギー自給率をアップ。

使い方① 効率的なエネルギー自給率のアップ
効率的な輸送網の確立により、境港から海外へ、

また国内の圏域外へと販売力を強化。

使い方② 圏 域 外 、 海 外 へ の 効 率 的 な 輸 送
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境港
⽊材チップの
海外輸出

バイオマス発電所



⽔⽊しげる
ロード

⽔⽊しげる
ロード

⾜⽴美術館⾜⽴美術館

松江城松江城

漁港
主な観光施設
主な神社仏閣

境港境港

美保関美保関

米子鬼太郎空港米子鬼太郎空港

出雲⼤社出雲⼤社

漁村や神社の秘めた魅⼒を開拓！
漁 村 ・ 神 社 仏 閣 ・ 観 光 拠 点 ・ 空 港 ・ 港 湾 の 周 遊 性 向 上
に よ る 観 光 産 業 の 活 性 化

圏 域 内 の 交 通 拠 点 ・ 観 光 資 源 間 が 周 遊 し や す く な る こ と で 、 主 要 な 観 光 地 だ け で な く 、 周 辺 の 漁 村 や

神 社 仏 閣 へ の 観 光 客 （ 関 係 人 口 ） が 増 加 す る 。

圏 域 内 の 交 通 拠 点 ・ 観 光 資 源 間 が 周 遊 し や す く な る こ と で 、 主 要 な 観 光 地 だ け で な く 、 周 辺 の 漁 村 や

神 社 仏 閣 へ の 観 光 客 （ 関 係 人 口 ） が 増 加 す る 。

観
光
観
光

漁村が有する街並み・海洋資源等を活用
した「滞在型宿泊」サービスを促進。

使い方① 漁 村 活 性 化
四十二浦等、圏域内にある神社仏閣

資源を活用した観光サービスを促進。

使い方③ 神 社 仏 閣 巡 り

中海・宍道湖・弓ヶ浜の風光明媚な景色
を活かしたサイクリスト向けの新たな

サービスが展開され、自動車のみならず
自転車観光を促進。

使い方② サ イ ク リ ス ト の 誘 客

出雲縁結び空港出雲縁結び空港

全国的にも珍しい近接する出雲・米子空港間
のアクセス性が向上することで両空港間の
連携による新しい周遊サービス等を展開。

使い方④ 出 雲 ・ 米 子 空 港 間 の 連 携

出雲市⼤社町鷺浦（出雲市）
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鰐淵寺（出雲市）

⼸ヶ浜サイクリングコース



資料（分譲率）︓ ⿃取県提供データ(R3.3時点)、島根県提供データ(R2.10.1時点)

河下港臨海⼯業団地河下港臨海⼯業団地
（65%）

出雲市東部⼯業団地出雲市東部⼯業団地
（84%）

朝⽇ヒルズ⼯業団地朝⽇ヒルズ⼯業団地
（60%）

ソフトビジネスパーク島根ソフトビジネスパーク島根
（65%） ⽵内地区⼯業団地⽵内地区⼯業団地

（92%）⼣⽇ヶ丘⽤地⼣⽇ヶ丘⽤地
（53%）

⽶⼦崎津地区⽶⼦崎津地区
中核⼯業団地
（99%）

和⽥浜⼯業団地和⽥浜⼯業団地
（92%）

⽶⼦港旗ケ崎地区⼯業団地⽶⼦港旗ケ崎地区⼯業団地
（99%）

貯蔵・保管拠点

モノの移動効率UPで企業を元気に！
圏 域 内 東 西 、 境 港 ・ 米 子 間 の 物 流 効 率 の 向 上 に よ り
企 業 の 競 争 力 を 支 援

圏 域 内 の 移 動 負 担 が 軽 減 さ れ る こ と で 、 中 海 ・ 宍 道 湖 北 側 や 弓 ヶ 浜 半 島 の 工 業 団 地 等 に 企 業 が 進 出 、

設 備 投 資 さ れ る こ と で 雇 用 が 増 加 、 及 び 物 流 の 効 率 化 で 輸 送 コ ス ト が 低 減 さ れ 製 造 業 の 競 争 力 が 強

化 さ れ る 。

圏 域 内 の 移 動 負 担 が 軽 減 さ れ る こ と で 、 中 海 ・ 宍 道 湖 北 側 や 弓 ヶ 浜 半 島 の 工 業 団 地 等 に 企 業 が 進 出 、

設 備 投 資 さ れ る こ と で 雇 用 が 増 加 、 及 び 物 流 の 効 率 化 で 輸 送 コ ス ト が 低 減 さ れ 製 造 業 の 競 争 力 が 強

化 さ れ る 。

製
造
製
造

分譲中⼯業団地
（分譲率）

生産・物流拠点生産・物流拠点
生産・物流拠点生産・物流拠点

生産・物流拠点生産・物流拠点

境港の「貯蔵・保管」拠点と周辺市の生産・物流拠点との効率的な輸送網確立で、
圏域内で生産される製品やサービスの付加価値を高める。

使い方① 貯蔵・保管拠点と生産・物流拠点の効率的な連携

自動運転車両を用いた8の字循環便（共同配送便）が実現すれば、
輸送コスト低減により圏域外企業との競争力が強化。

使い方② 自動運転車両を活用した8の字巡回（共同）輸送

境港境港
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⾃動運転等の社会実装イメージ（国⼟交通省）

ロボット配送によりラストマイル輸送を⾃動化・省⼒化 道路インフラがコネクテッドカーを最適経路に案内



病院

訪問介護

訪問看護ステーション

訪問看護ステーション

病院

社会活動への
参加

訪問介護イメージ

⼈と⼈をつなぐ訪問介護でまちを元気に！

安心して暮らし続けてもらうための福祉サービスの充実化

圏 域 内 の 移 動 負 担 が 軽 減 さ れ る こ と で 、 高 齢 者 が 安 心 し て 暮 ら し 続 け る た め に 必 要 な 訪 問 介 護

サ ー ビ ス が 圏 域 内 ど こ で も 受 け る こ と が 可 能 に な る 。

圏 域 内 の 移 動 負 担 が 軽 減 さ れ る こ と で 、 高 齢 者 が 安 心 し て 暮 ら し 続 け る た め に 必 要 な 訪 問 介 護

サ ー ビ ス が 圏 域 内 ど こ で も 受 け る こ と が 可 能 に な る 。

福
祉
福
祉

圏域内に分散する住宅への訪問介護の移動負担が軽減されるこ
とで、限られた介護士で多くの介護需要者のところへ訪問。

使い方① 訪 問 介 護 サ ー ビ ス の 充 実 化

自動運転等の新しい移動手段等を活用することで、高齢者等が
街へ出やすくなるとともに、社会活動へ参加しやすくなる。

使い方② 社 会 活 動 へ の 参 加 促 進

訪 問 介 護

利 用 者 は

拡 大 傾 向

社会活動への
参加

⾃宅

⾃宅

⾃宅

訪問看護ステーション

訪問看護ステーション
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境港公共マリーナ

⽶⼦産業体育館

どらドラパーク
⽶⼦市⺠体育館 県営東⼭

⽔泳場

松江市⿅島総合体育館

松江市総合体育館

松江市営
庭球場

松江市営
陸上競技場

松江市
総合運動公園県⽴⽔泳プール

県⽴浜⼭
公園球技場

島根県⽴
浜⼭公園

浜⼭陸上競技場

カミアリーナ

出典︓国⼟数値情報（⼩中学校内のものは除く）※旗揚げ施設︓各県のR4⾼等学校総合体育⼤会会場（⾼校施設は未記載）

宿泊施設

宿泊施設

宿泊施設

宿泊施設

⼤規模イベントの誘致でスポーツや⽂化の魅⼒をみんなで共有！

スポーツ施設・宿泊施設間の移動しやすさ向上
圏 域 内 に 分 散 す る ス ポ ー ツ 施 設 や 宿 泊 施 設 と の ア ク セ ス 性 が 改 善 さ れ る こ と で 、 施 設 間 連 携 が 可 能 と

な り 、 国 際 大 会 な ど 大 規 模 な イ ベ ン ト （ ス ポ ー ツ イ ベ ン ト や コ ン サ ー ト ） 誘 致 を 行 う こ と が で き る 。

圏 域 内 に 分 散 す る ス ポ ー ツ 施 設 や 宿 泊 施 設 と の ア ク セ ス 性 が 改 善 さ れ る こ と で 、 施 設 間 連 携 が 可 能 と

な り 、 国 際 大 会 な ど 大 規 模 な イ ベ ン ト （ ス ポ ー ツ イ ベ ン ト や コ ン サ ー ト ） 誘 致 を 行 う こ と が で き る 。

⽂
化
・
教
育

⽂
化
・
教
育

陸上競技場
野球･ソフトボール場
球技場
多⽬的運動場
体育館

イベント開催時の選手や観客の効率的・安定的な輸送、
境港市や旧平田市の施設も含めた既存施設の有効活用による

大型イベントの受け入れ・円滑な興行が可能に。

使い方 大 規 模 イ ベ ン ト の 円 滑 な 実 施

プロスポーツとの交流（中海・宍道湖・⼤⼭圏域市⻑会）
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出典︓洪⽔浸⽔想定区域・津波浸⽔想定区域︓国⼟数値情報⽊造船、
漂着物等発⾒場所︓新聞記事等

全国から
物資の供給

災害時の迅速な
物資輸送

⽊造船、漂着物等
発⾒場所

⽊造船、漂着物等
発⾒場所

航空⾃衛隊
⾼尾⼭分屯基地

集落

5km圏
PAZ（予防的防護措置を準備する区域)

30km圏
UPZ（緊急時防護措置を準備する区域）

航空⾃衛隊 美保基地
陸上⾃衛隊 美保分屯地

（空路拠点）

集落

⽊造船、漂着物等
発⾒場所

集落

いざという時でも安⼼できる住まい環境を提供！

災害時等の迅速な避難や物資輸送を支援
中 海 ・ 宍 道 湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 災 害 時 等 に 日 本 海 側の 漁 村 集 約 等 を 含 め 圏 域 内 に お け る 効 率 的

な 移 動 を 可 能 に す る と と も に 、 国 土 保 全 ・ 安 全 保 障 の 観 点 か ら 不 審 物 ・ 不 審 者 の 見 回 り 負 担 を 軽 減 す

る ル ー ト と し て 機 能 す る こ と で 、 圏 域 内 に 住 み 続 け る こ と の 安 心 感 を 提 供 す る 。

中 海 ・ 宍 道 湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 災 害 時 等 に 日 本 海 側の 漁 村 集 約 等 を 含 め 圏 域 内 に お け る 効 率 的

な 移 動 を 可 能 に す る と と も に 、 国 土 保 全 ・ 安 全 保 障 の 観 点 か ら 不 審 物 ・ 不 審 者 の 見 回 り 負 担 を 軽 減 す

る ル ー ト と し て 機 能 す る こ と で 、 圏 域 内 に 住 み 続 け る こ と の 安 心 感 を 提 供 す る 。

安
全
・
安
⼼

安
全
・
安
⼼

⽊造船、
漂着物等発⾒場所

県庁
市役所
原⼦⼒
発電所

0〜0.5m未満
0.5〜1.0m未満
1.0〜2.0m未満
2.0〜5.0m未満
5.0m以上

洪水（浸水深）

0.3m未満
0.3〜0.5m未満
0.5〜1.0m未満
1.0〜3.0m未満
3.0〜5.0m未満
5.0〜10m未満

津波（浸水深）

国土保全・安全保障の観点から、日頃の不審物・不審者の見回り
が不可欠。東西間の見回り負担を軽減するルートとして機能。

使い方① 地域の見回り支援（国土の安全保障支援）

災害の際、物資集積拠点から被災地への
物資輸送ルートとして機能。

使い方② 災害時の被災地への効率的な物資輸送

原子力災害時等に、自家用車等
による広域避難ルートとして機能。

使い方③ 原子力災害時等の広域避難ルート
陸上⾃衛隊出雲駐屯地

陸上⾃衛隊⽶⼦駐屯地

境港（航路拠点）
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使い⽅事例からみえる中海・宍道湖８の字ネットワークの貢献77

○ こ れ ら の 使 い 方 が 実 現 し た 場 合 、 地 産 外 商 等 の 経 済 活 動 の 活 性 化 、 多 様 な 資 源 の 継 承 ・ 観 光 振 興 へ

の 貢 献 、 安 心 感 向 上 が 期 待 さ れ 、人 口 減 少 に よ る 地 域 の 衰 退 を 抑 制 す る 可 能 性 が 期 待 さ れ ま す 。

○ こ れ ら の 使 い 方 が 実 現 し た 場 合 、 地 産 外 商 等 の 経 済 活 動 の 活 性 化 、 多 様 な 資 源 の 継 承 ・ 観 光 振 興 へ

の 貢 献 、 安 心 感 向 上 が 期 待 さ れ 、人 口 減 少 に よ る 地 域 の 衰 退 を 抑 制 す る 可 能 性 が 期 待 さ れ ま す 。

力強い産業圏域の形成
・地産外商への貢献

多様な資源の継承・観光
振興への貢献

安心して暮らせる環境の
充実への貢献

これらの要素が人口減少下での交通（移動）量
の向上を通して地域衰退の負のスパイラル

を食い止める可能性が期待されます！
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• 地 域 の 農 業 資 源 を 有 効 活 用 し た 農 業 生 産 の 拡 大

• 地 域 の 林 業 資 源 を 有 効 活 用 し た バ イ オ マ ス 発
電 の 促 進 等 に よ る エ ネ ル ギ ー 自 給 率 の ア ッ プ

• 漁 村 ・ 神 社 仏 閣 ・ 観 光 拠 点 ・ 空 港 ・ 港 湾 の 周 遊
性 向 上 に よ る 観 光 産 業 の 活 性 化

• 圏 域 内 東 西 、 境 港 ・ 米 子 間 の 物 流 効 率 の 向 上
に よ り 企 業 の 競 争 力 を 支 援

• 安 心 し て 暮 ら し 続 け て も ら う た め の 福 祉 サ ー ビ ス の 充
実 化

• ス ポ ー ツ 施 設 ・ 宿 泊 施 設 間 の 移 動 し や す さ 向 上

• 災 害 時 等 の 代 替 性 の 確 保 、 迅 速 な 避 難 や 物 資 輸 送 を
支 援

代 表 的 な 使 い 方 事 例



中海・宍道湖８の字ネットワークが⽣み出す効果と地域の取組み

道路整備をきっかけとした経済活性化の⽬標88

○ 圏 域 内 の 企 業 経 営 者 及 び 自 治 体 関 係 者 ・ 企 業 関 係 者 の 方 々 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に も と づ

き 、 道 路 整 備 を き っ か け と し た 経 済 活 性 化 の 目 標 値 を 約 ８ ５ ０ 億 円 ／ 年 の 付 加 価 値 額 増 加 と し ま す 。

〇 こ の 目 標 を 達 成 す る た め に は 、 道 路 整 備 の み に よ る 効 果 に 加 え て 、 道 路 整 備 を き っ か け と し た さ ま

ざ ま な 地 域 の 取 り 組 み が 不 可 欠 で す 。

○ 圏 域 内 の 企 業 経 営 者 及 び 自 治 体 関 係 者 ・ 企 業 関 係 者 の 方 々 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に も と づ

き 、 道 路 整 備 を き っ か け と し た 経 済 活 性 化 の 目 標 値 を 約 ８ ５ ０ 億 円 ／ 年 の 付 加 価 値 額 増 加 と し ま す 。

〇 こ の 目 標 を 達 成 す る た め に は 、 道 路 整 備 の み に よ る 効 果 に 加 え て 、 道 路 整 備 を き っ か け と し た さ ま

ざ ま な 地 域 の 取 り 組 み が 不 可 欠 で す 。
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圏域人口が将来１割減少したとしても、経済規模を維持・拡大するために、

道路整備※をきっかけとして、約８５０億円／年の付加価値額増加により経済を活性化させます！

※道路整備の計画期間は 2050年さらにその先の長期を見据えつつ、今後概ね20年間。

人口減少

経済維持・拡大・
都市サービスの維持・向上 等
（生活の質）

正のスパイラルへの転換
人口維持・増加

道路ネットワーク整備は、この関係
を断ち切るためのトリガーを目指す

交通（移動）量維持・増加

民間と公共が連携して
取り組むと

この目標値は、圏域内の企業経営者及び自治体関係者・企業関係者の方々へのアンケート調査で、将来、人口が1割減少したとしても
道路整備をきっかけに圏域内の企業活動等によって生み出される現在の付加価値額（約8,500億円/年）を1割もしくはそれ以上増
やすべきと回答した方が9割以上いたことから設定した数値です。



松江市：104

出雲市：113
安来市：31

米子市：66
境港市：32

日吉津村：1 

※1：企業が1年間に⽣み出す利益（⽣産量から⽣産コストを除いたもの）

中海・宍道湖８の字ネットワークが⽣み出す効果と地域の取組み

経済活性化の⽬標に対する道路整備のみによる貢献88

○ 現 状 の 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て 中 海 ・ 宍 道 湖 ８ の 字 ネ ッ ト ワ ー ク が 完 成 す る こ と に よ り 、 圏 域 の 付

加価値額 ※ 1を ３ ５ ０ 億 円 / 年 押 し 上 げ る 効 果 （ 道 路 整 備 の み に よ る 効 果 ） ※ 2が 期 待 さ れ ま す 。

○ 現 状 の 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て 中 海 ・ 宍 道 湖 ８ の 字 ネ ッ ト ワ ー ク が 完 成 す る こ と に よ り 、 圏 域 の 付

加価値額 ※ 1を ３ ５ ０ 億 円 / 年 押 し 上 げ る 効 果 （ 道 路 整 備 の み に よ る 効 果 ） ※ 2が 期 待 さ れ ま す 。

圏域の
付加価値額の変化

約 350 億円/年
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地域別の付加価値額変化圏域の付加価値額変化の産業別内訳

経済活性化の目標達成に向けて、現在の圏域の産業構造・雇用環境を
前提とした「道路整備のみ」による貢献は、

約350億円／年の付加価値額増加

※2：SCGE（空間的応⽤⼀般均衡）モデルにより、中海・宍道湖8の字ネットワークあり/なしの場合の付加価値額の差を、経済効果として地域別に計測。ただし、ここでは移動時間の短縮に
よる⽣産の増加のみを計測対象とし、新たな技術開発による⽣産性向上等の効果は含まない。
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中海・宍道湖８の字ネットワークが⽣み出す効果と地域の取組み

都市サービス基盤の強化の必要性88

○ 道 路 整 備 に よ る 地 域 の 付 加 価 値 額 の 拡 大 に 向 け た 取 組 と 合 わ せ て 、 圏 域 内 で こ れ か ら も 住 み 続 け

る た め の ま ち づ く り の 実 現 に 向 け 、 必 要 と な る社 会 基 盤 の 整 備 や 職 業 ・ 教 育 ・ 医 療 機 会 の 確 保 に 資

す る 公 共 投 資 を 行 う こ と が 求 め ら れ ま す 。

○ 道 路 整 備 に よ る 地 域 の 付 加 価 値 額 の 拡 大 に 向 け た 取 組 と 合 わ せ て 、 圏 域 内 で こ れ か ら も 住 み 続 け

る た め の ま ち づ く り の 実 現 に 向 け 、 必 要 と な る社 会 基 盤 の 整 備 や 職 業 ・ 教 育 ・ 医 療 機 会 の 確 保 に 資

す る 公 共 投 資 を 行 う こ と が 求 め ら れ ま す 。

出典：⼀般社団法⼈スマートシティ・インスティテュート「Liveable Well‐Being City指標」 https://www.sci‐japan.or.jp/LWCI/index.htmlをもとに整理
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身体的健康に関するKPI項目 社会的健康に関するKPI項目

精神的健康に関するKPI項目

：米子市（約15万人）
：松江市（約21万人）
：出雲市（約17万人）
：岡山市（約72万人）
：松山市（約51万人）

中海・宍道湖
8の字沿線

瀬戸内エリア

＜偏差値計算⽅法＞
・客観指標各KPIの偏差値について、各数値が良い⽅
向であるほど偏差値が⾼くなるように設定
（例）空き家率が低い→空き家率の偏差値が⾼い
・⽣データの数値が⾼いほど良い状態を⽰すKPIの偏差
値の計算⽅法

偏差値＝50+(各市区町村のKPIー平均値)/標準
偏差×10
・⽣データの数値が⾼いほど悪い状態を⽰すKPIの偏差
値の計算⽅法

偏差値=50―(各市区町村のKPIー平均値)/標
準偏差×10
・「平均値」と「標準偏差」は、10万⼈以上の都市を⺟
集団とする

医療・健康 介護・福祉 買物・飲食 住宅環境 移動交通 環境共生事故・犯罪

医療・福祉・商業施設の人口カバー圏が低い 公共交通のサービス水準が低い

居住環境に関する水準が高い

公共空間 雇用・所得
デジタル
生活 地域とのつながり 子育て 初等・中等教育

失業率が低く高齢者の雇用も活発

既婚者が多く世帯構成員が多い
定住期間も長い

合計特殊出生率が高い

1施設当たりの学生が少ない
統合による通学範囲の広域化が危惧公園の人口カバー率が低い

教育環境の
選択可能性

事業創造 文化・芸術 多様性

大卒・院卒者が少ない

起業者・大学ベンチャーが少ない
（アニマルスピリッツが低い）

女性・障がい者の社会進出が進む

中海・宍道湖8の字ネットワーク
沿線の「強み」

中海・宍道湖8の字ネットワーク
沿線の「弱み」

• 雇用環境の安定性・多様性の確
保

• 地域とのつながり・定住意向の
強さ

• 生活利便施設・公共施設へのアク
セス性をはじめとする公共交通
のサービス水準の低さ

• 小中高校生の少なさ
• 地域の活性化を担う人材の少な

さ
• 企業のアニマルスピリッツの低さ

■LIVEABLE WELL-BEING CITY指標から見た中海・宍道湖8の字ネットワーク沿線地域の特徴

Well‐being指標からみる中海・宍道湖8の字ネットワークの
弱みを補い、強みを⽣かしていくためにも都市サービス基盤の
強化が求められる。 35
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中海・宍道湖８の字ネットワークが⽣み出す効果と地域の取組み

経済活性化の⽬標達成に必要な地域の取り組み88

○ 圏 域 内 の 企 業 経 営 者 及 び 自 治 体 関 係 者 ・ 企 業 関 係 者 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 か ら 、 中 海 ・ 宍 道

湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク 整 備 を き っ か け と した 目 標 （ 約 8 5 0 億 円 / 年 の 付 加 価 値 額 増 加 ） 達 成 の た め

に 必 要 な 取 り 組 み と し て 、 関 係 人 口 増 大 や 、 農 水 産 ・ 製 造 業 の 新 た な 生 産 活 動 の 創 出 、 伝 統 的 な 街

並 み 等 の 圏 域 内 資 源 の 有 効 活 用 、 物 流 拠 点 ・ シ ス テ ム の 整 備 等 が 特 に 求 め ら れ てい ま す 。

○ 圏 域 内 の 企 業 経 営 者 及 び 自 治 体 関 係 者 ・ 企 業 関 係 者 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 か ら 、 中 海 ・ 宍 道

湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク 整 備 を き っ か け と した 目 標 （ 約 8 5 0 億 円 / 年 の 付 加 価 値 額 増 加 ） 達 成 の た め

に 必 要 な 取 り 組 み と し て 、 関 係 人 口 増 大 や 、 農 水 産 ・ 製 造 業 の 新 た な 生 産 活 動 の 創 出 、 伝 統 的 な 街

並 み 等 の 圏 域 内 資 源 の 有 効 活 用 、 物 流 拠 点 ・ シ ス テ ム の 整 備 等 が 特 に 求 め ら れ てい ま す 。
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0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝統的な街並み、神社・仏閣、ジオパーク等の圏域内資源の活性化・有効活用

農林水産業や製造業等の新たな生産活動の創出

８の字ネットワークに対応した新たな物流拠点（貯蔵倉庫等）の整備、効率的な物

流システムの構築（物流の共同配送等）など

関係人口増大に向けた空港間連携などの交通拠点の利便性向上（例：米子空港

で圏域に入り出雲空港で帰る等の新たな周遊サービスの提供）

圏域内の人と人との交流を通した新しいサービスの展開（訪問介護の充実化な

ど）

圏域内の運動施設・宿泊施設等が連携したスポーツイベントやコンサート等の誘

致

自動運転等の新しいモビリティを活用した取り組み

サイクリストが周遊しやすい自転車利用環境の整備や鉄道などと連携した周遊

手段の提供

必要 やや必要 あまり必要ではない 必要ではない 無回答
N=679

伝統的な街並み、神社・仏閣、ジオパーク等の圏域内資源の
活性化・有効活用

農林水産業や製造業等の新たな生産活動の創出

８の字ネットワークに対応した新たな物流拠点（貯蔵倉庫等）の
整備、効率的な物流システムの構築（物流の共同配送等）など

関係人口増大に向けた空港間連携などの交通拠点の利便性向上
（例：米子空港で圏域に入り出雲空港で帰る等の新たな周遊サービスの提供）

圏域内の人と人との交流を通した新しいサービスの展開
（訪問介護の充実化など）

圏域内の運動施設・宿泊施設等が連携したスポーツイベントや
コンサート等の誘致

自動運転等の新しいモビリティを活用した取り組み

サイクリストが周遊しやすい自転車利用環境の整備や鉄道などと
連携した周遊手段の提供

■経済活動活性化の目標達成に必要な取り組み

※構成⽐の数値は四捨五⼊のため、合計し
ても必ずしも100%とならない場合がある。道路整備にあわせて、「地域の積極的な付加価値額創出」の取り組み

との連動が、経済活性化の目標達成に必要です。特に、新しい価値の
創出や雇用の創出等に貢献する取り組みが求められます。
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中海・宍道湖８の字ネットワークが⽣み出す効果と地域の取組み

意識変化の効果88

○ 経 済 活 性 化 に 加 え て 、 道 路 整 備 は 圏 域 内 の 企 業 経 営 者 や 自 治 体 関 係 者 ・ 企 業 関 係 者 の 方 々 の 「 意 識

変 化 の 効 果 」 が 期 待 さ れ ま す 。

〇アンケート調査結果から 、 約 ８割 の 方 が 、 圏 域 と し て の 一 体 感 、 企 業 の 存 続 意 欲 、 自 然 災 害 等 にお け

る安心感が高まると 回 答 （ そ う 思 う ・ や や そ う 思 う と 回 答 さ れ た 方 の 割 合 ） さ れ ま し た 。

○ 経 済 活 性 化 に 加 え て 、 道 路 整 備 は 圏 域 内 の 企 業 経 営 者 や 自 治 体 関 係 者 ・ 企 業 関 係 者 の 方 々 の 「 意 識

変 化 の 効 果 」 が 期 待 さ れ ま す 。

〇アンケート調査結果から 、 約 ８割 の 方 が 、 圏 域 と し て の 一 体 感 、 企 業 の 存 続 意 欲 、 自 然 災 害 等 にお け

る安心感が高まると 回 答 （ そ う 思 う ・ や や そ う 思 う と 回 答 さ れ た 方 の 割 合 ） さ れ ま し た 。
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■意識変化の効果

圏域としての一体感が生まれる

U・Iターン、定住したいと思える

企業の存続意欲（技術継承や
企業間連携等）が高まる

自然災害等における
安心感が高まる

※構成⽐の数値は四捨五⼊のため、合計しても必ずしも
100%とならない場合がある。

約８割の方が「そう思う・
ややそう思う」と回答



中海・宍道湖８の字ネットワークが⽣み出す効果と地域の取組み

圏域の未来を担う若者が抱く期待88

○ 島 根 大 学 の 学 生 と の ワ ー ク シ ョ ッ プ や ヒ ア リ ン グ 結 果 か ら 、 若 者 は 中 海 ・ 宍 道 湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク

整 備 に よ る 「 居 住 地 や 就 職 先 の 選 択 肢 の 増 加 」 、 「 趣 味 や 娯 楽 機 会 の 促 進 」 、 分 散 す る 資 源 ・ 施 設 の

有 効 活 用 に よ る 「 交 流 促 進 」 等 を 期 待 す る 声 が あ が り ま し た 。

○ 島 根 大 学 の 学 生 と の ワ ー ク シ ョ ッ プ や ヒ ア リ ン グ 結 果 か ら 、 若 者 は 中 海 ・ 宍 道 湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク

整 備 に よ る 「 居 住 地 や 就 職 先 の 選 択 肢 の 増 加 」 、 「 趣 味 や 娯 楽 機 会 の 促 進 」 、 分 散 す る 資 源 ・ 施 設 の

有 効 活 用 に よ る 「 交 流 促 進 」 等 を 期 待 す る 声 が あ が り ま し た 。

＜ワークショップ＞
島根大学の学生30名、国道事務所の職員6名にて中海・宍
道湖圏域の現状の課題、改善して欲しいことや、将来につい
て考えるワークショップを実施しました。

日時：2022年10月11日（火）、場所：島根大学

＜ヒアリング＞
島根大学の学生5名にて中海・宍道湖圏域がどんな地域に
なって欲しいか、中海・宍道湖8の字ネットワークの使い方等
についてヒアリングを実施しました。

日時：2022年12月5日（月）、場所：島根大学

○中海・宍道湖圏域の課題
•中海・宍道湖圏域は、車社会であり、自動車が無いと生活が不便
•道路整備が不十分（歩道が狭い、舗装が悪い、2車線道路が多い等）
•公共交通が不便、サービス水準が低い、運賃が高い
•買物できる所が少ない、遊ぶところが少ない、娯楽施設が少ない

○中海・宍道湖8の字ネットワーク整備の役割
•圏域内・圏域外をスムーズに移動
•観光地間（出雲大社・松江城・境港）をつなぐネットワーク
•公共交通との連携（公共交通のサービス水準の向上）

浜田出身

•野球サークルに所属しており、小学生の試合の審判として出
雲や美保関の野球場に行く機会が多い。
•少子化の影響により市内だけでリーグ戦が組めなくなり、リー
グを広域化している。
•中海・宍道湖8の字ネットワークが整備されると移動時間が短
縮されることにより、リーグ戦への参加チームを今以上に広
域化することができるため、交流が促進される可能性がある。

雲南出身

•島根県庁や松江市役所、雲南市役所などでの就職を希望。
•現状松江市で働くことになれば市内に住まざるを得ないが、
アクセスが良くなれば実家（雲南）から通うことも考えられる。
•中海・宍道湖8の字ネットワークにて多方面へ移動しやすくな
ることにより就職先・居住地の選択肢が増加し、自分の住みた
い場所に住み、自分の働きたいところで働く自由につながる。

38
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まとめ：中海・宍道湖８の字ネットワークが⽣み出す効果
と地域の取組み88

力強い産業圏域の形成
・地産外商への貢献

多様な資源の継承・観光
振興への貢献

安心して暮らせる環境の
充実への貢献

付加価値額
の変化

中海・宍道湖
8の字ネットワークの強化

約350
億円/年

約850
億円/年

■経済活性化の効果 ■意識変化の効果

多様な使い方が実現することで・・・

【 中 海 ・ 宍 道 湖 8 の 字 ネ ッ ト ワ ー ク の 役 割 】

圏域としての一体感、企業の存続意欲、自然災害等における安心

感向上については、約８割の方が、そう思う・ややそう思うと回答。

圏域としての一体感が生まれる

U・Iターン、定住したいと思える

企業の存続意欲（技術継承や
企業間連携等）が高まる

自然災害等における
安心感が高まる

■圏域の未来を担う若者が抱く期待

道路整備をきっかけとした
経済活性化の目標

道路の新しい使い方等の実現に
より圏域内の付加価値や雇用を
拡大することで目指す目標値

大学生とのワークショップでは、若者は、中海・宍道湖8の字ネットワーク整備による「居住地や就職先の選択肢の増加」、「趣味や娯楽機会の
促進」、分散する資源・施設の有効活用による「交流促進」等を期待する声があがりました。 39

※構成⽐の数値は四捨五⼊のため、合計しても必ずしも100%とならない
場合がある。

道路整備のみによる
経済活性化への貢献

現在の圏域の産業構造・
雇用環境を前提とした移
動時間短縮による生産活
動の拡大による効果・・・

2050年 時間の経過2030年 2040年現在



40

＜産業づくり＞

• 新たな技術開発、自動運転等、デジタル技術の活用による産業の生産性の向上
▶ 次世代たたらプロジェクト、木質バイオマス発電（境港等）、国内定期貨物航路の新設、

経済交流事業（台湾・インド） 、産学・医工連携事業、
大学への材料エネルギー学部の創設 など

• 地域固有の産品・サービス等の地域資源の付加価値の拡大
▶ 農林水産品のブランド化と国内外へのPR・販路拡大（例：とっとり松葉がに、宍道湖しじみ、
とろはた（ハタハタ）、雲州人参）、美味しまね認証（県産品認証制度）の推進 など

• 観光地宿泊地の魅力拡大、観光消費の誘発による観光産業の付加価値の拡大
▶ インバウンド施策、エコツーリズム、美肌観光の推進、松江水郷祭の規模拡大、

基幹交通機関と連携した観光プロモーション、圏域の魅力を活用した観光需要創出事業、
長期滞在型旅行商品造成事業、第２のふるさとプロジェクト、宿泊施設の拡充 など

• 高齢者、女性、障がい者、外国人労働者等の多様な雇用の確保
▶ 鳥取労働局・島根労働局「もにす認定」（障害者雇用の推進） など

＜地域づくり＞

• 住み続けるためのまちづくり実現に向け、必要となる都市基盤の連携や職業・教育・医療機会の確保、移
住定住の支援
▶ スマートホスピタル、職人商店街創出（既存店舗のリノベーション支援） 、

しまね子育て応援パスポートCOCCOLO など

• 都市サービス、企業活動の持続的な発展に資する社会資本（インフラ）の利活用
▶ 米子港開発プロジェクト、大橋川周辺まちづくり事業 など

まとめ：中海・宍道湖８の字ネットワークが⽣み出す効果
と地域の取組み88

■すでに始まっている「地域の取組み」


